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日本マネジメント総合研究所合同会社 理事長 戸村智憲 氏

１．経営・監査環境の変化とこれからの監査戦略

（１）「組織横断型の統合的監査」の必要性と新たな対応

（２）「環境適応型監査」として求められること

（３）伝統的監査における問題点

   ・旧来型の監査論、監査計画、監査基準への過度な依存の弊害等

（４）「総合横断監査（ＧＣＡ）」により、戦略的な監査に向けて

   ・横断的・多角的視点から課題解決できる監査へ

（５）プロアクティブ監査で、先手を打って監査の実効性を高める など

２. 監査現揚における課題解決カ向上アプローチ（監査クリエイティビティ、ロジカルな監査対応など）

（１）助言型監査（コンサルティング）で必要な課題解決カ

（２）物事の本質を発見・是正するための監査の論理的思考

（３）現場での違和感や素朴な疑問から答えを探すには？

（４）監査における「３つの問いかけ」の徹底

（５）監査人の課題解決の基本アプローチ など

３. 監査人としてのリーダーシップと監査人材の育成（監査ＨＲＭ）

（１）監査人という名の監査におけるリーダーシップのあり方

（２）監査は報われない仕事か～監査人にとっての報酬とは？

（３）これからの監査人材の育成、監査人のキャリアパス、ロールモデル

（４）監査人の温故知新による人材指導の基本と応用： 監査指導の２つの流儀

（５）これからの人権対応、ダイパーシティ＆インクルージョン、ワークライフバランスを理解する

（６）監査そのものや監査人自体が多様性を失い画一化していないか ＆ 監査指導で現場を画一化してないか？ など

４. 現場のココロを動かし監査指摘の効果を高める心理学（監査心理学）

（１）監査人が陥りがちな心理的なワナ

（２）現場に対する監査人の認識は正しいのか

（３）被監査人が抱きがちな誤解や心理的反発とは など

５. 監査組織変革論を通じた変革型監査のポイント

（１）監査を司るリーダーとして求められる「監査人の変革型リーダーシップ」の要点

（２）対立・葛藤は相互理解の第一歩： 本音なくして監査指導は根付かない

（３）監査のゴール（課題の是正）への現場指導における相手への否定・指導の流儀

（４）コンフリクト・マネジメントの素養と現場変革の５つのパターン

（５）監査人・現場ともによくある５つの対応パターン など

６. 実効性を高める効果的な監査技法・監査におけるＩＴ活用の視点（定量的監査手法、IT 利用監査手法【ＣＡＡＴ】）

（１）様々な統計ツール、ＩＴツールの動向とＣＡＡＴ活用のポイント

（２）クラウドコンピューティングの要点と「クラウド統制」における監査視点

（３）ビッグデータの要点・概要と監査や不正検査などに活かす監査の視点

（４）「不正の予兆」検知策： 戸村提唱の監査ＡＩ（人工知能）やリスク管理型ビッグデータの開発/活用動向

（５）ＫＲＩ（Key Risk Indicator ®戸村）によるリスクの指標管理策

７. 人間同士が行う監査の倫理と監査人のあり方について（監査倫理学）

（１）監査人自身も人間として過ちを犯しうる存在だということ

（２）金融庁「不正リスク対応基準」で求められる 2 つの重点対策

（３）「正しい」ことはいついかなる状況下でも「正しい」のか？

（４）グローバル経営での「倫理性の衝突リスク（クラッシュ・リスク・オブ・エシクス）」と対処法

※最新動向や社会状況に応じて、上記項目例は適宜改訂・修正させて頂く可能性がございます。

～心理学や倫理学をはじめ、講師提唱の監査ＡＩやリスク管理型ビッグデータなど、

多様な角度からこれからの監査を考察＆監査人が備えておくべきポイントの総まとめ～

企業研究会セミナールーム（東京：麹町）

ダイバーシティ経営やコーポレートガパナンス・コードへの対応、報告書制度対策や改正会社法への対応、人工知能の監査活用など、監査役・内部監査部門も新た

な対応が迫られています。しかし、従来の形骸化した細則主義型の機械的な監査対応では、「監査の思考停止」や監査の環境不適応などを生じさせ、ＩＦＲＳ化で原

則主義型の会計・監査の世界で求められる実態に即した柔軟な対応や根本的な課題解決をはかることを妨げ、監査をすること自体がリスクになる「監査の逆機能」を

生じさせてしまいかねません。現場のモチベーションを下げ、監査への不信感も募らせて職場の監視社会化やギスギスした内部環境にしてしまうことなく、経営課題に

呼応した監査戦略の下で、どのような監査対応をもって監査の実効性向上に導けば良いのでしょうか。本講座では、単純な対処療法ではなく複雑化する監査におけ

る各種課題に対し、部門横断的な「横糸志向」から解決を図るこれから求められる「統合的監査」アプローチや監査ＭＢＡ講座として総合的対策をお届けします。

早大卒。米国ＭＢＡ修了。国連勤務にて国連内部監査業務専門官、国連戦略立案専門官
リーダーなどを担当。民間企業役員として監査統括や、上場ＩＴ企業ＪＦＥシステムズ
のアドバイザー、経営行動科学学会理事、ＪＡ長野中央会顧問、日本監査役協会の全体
会パネリストなどを歴任。ＮＨＫ「クローズアップ現代」ＴＶ出演や著書３０冊など産
官学を通じて幅広く活動中。講師プロフィール詳細は http://www.jmri.co.jp/ にて。
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開催にあたって

税込・昼食代含

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円）

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mailにてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。後日（開催日１週間
～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。
※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HPにてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]）
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp
TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2麹町 M-SQUARE 2Ｆ

４１，０４０円（本体価格 ３８，０００円）
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